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Q1) 
ケミカルタンカー事業の利益についてお聞かせください。2024 年度第 1 四半期の決算説明
会資料によると、ケミカルタンカー事業の現在の利益は過去最⾼⽔準にあると推測してい
ます。この⾼い利益率を維持できると思いますか? 
 
A1) 
ロシア制裁や紅海情勢の影響で⾜元のマーケットは想定を上回る好調さです。ロシア制裁
が解除されても⼀度確⽴した新たなトレードレーンはすぐには元に戻るとは考えにくく、
多少の変更が⽣じる場合でも時間を要するとみています。また、安定した需要の伸びが⾒込
まれ、供給は限定的であることから、⼀定程度の⾼い⽔準での利益は継続して確保できると
考えています。⼀⽅、インフレの加速に伴う⽣活コストの⾼騰の影響で世界経済が不況へと
進むリスクは残されており、その場合化学品の需要も減少し、需給バランスが悪化する可能
性は残されています。 
 
 
Q2)  
ケミカルタンカーのマーケット、ベンチマークとなるような指標はありますか？  
 
A2) 
ケミカルタンカーの積載する貨物は多種多様であり、数量/積み揚げ港も⼀様ではないため、
全ケミカル船社に共通のベンチマークになるようなものはありません。ステンレスケミカ
ル船のマーケット指標としては、隻数が⽐較的多く、複数の船社によって運航されている
20kdwt のフルステンレス船の 1 年の短期傭船の傭船料の⽔準が市況の１つの⽬安にはなり
ます。 
 
 
 



Q3)
ロシア制裁が解除された場合、どのようなシナリオが想定されますか？

A3)
欧州への化学品原料の主要供給ソースであったロシアへの制裁発動以降、欧州における化
学品原料の供給ソースは多様化しており、ロシア制裁が解除された場合でも即座にウクラ
イナ侵攻以前の状況に完全に戻るとは考えにくいです。供給ソースに多少の変更が⽣じる
場合でも時間を要するものと⾒ています。

Q4)
紅海の混乱はケミカルタンカー事業にどのような影響を与えていますか？

A4)
紅海航⾏の中⽌により多くのケミカル船社が喜望峰周りの迂回ルートを選択しているため、
航⾏距離が伸び、ケミカル船の船腹タイト化要因の⼀つとなっています。紅海航⾏が再開さ
れた場合、⾜元のタイト感が緩和されスペースは増加するため、運賃率もやや下落する可能
性はあります。ただし、⾜元のタイト感や運賃率の上昇はやや過剰すぎるところもあり、⼀
部荷主にとっては貨物の輸出量を抑える原因となっている部分もあるため、スペースの緩
和はこうした荷主の輸出量増加に繋がり、また航⾏距離が喜望峰経由に⽐べて短くなれば
航海の所要⽇数が減り⾜元で不⾜する航海数を補える機会も増加するため、引き続き堅調
な損益レベルは維持されると考えています。


